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認知症の医療とケアにおける

国立長寿医療研究センタニの使命

・ ○ 国立長寿医療研究センター(NCGG)では、平成22年4月 の独立行
政法人への移行を機に、我が国の認知症対策に資する開発研究を先導
すべく「認知症先進医療開発センター」を開設し、さらに、認知症の臨床
研究を総否雨嘔 の忘れセンタi」[を本年9月 に開設した。今
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国立長寿医療センターの新しい機能
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1 研究所        発生機序の解明      ケア困難性の要因の検討    |
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もの忘れセンター  臨床研究(治験、医薬品等の開発)BPSD病棟 家族教室

(病 院 ) 予防法の開発・普及 在宅医療支援病棟 (早期発見、対応方法)

[全国の認知症疾患センターのモデル]

ネメラ漑の所 雄 劣″
○高齢者医療の充実  ○全国の研究機関との情報交換  〇ケアの費用対効果      3
0看護師養成の強化  ○企業等との連携  ○認知症サポート医研修ノフォローアップ研修



利 デ防開発部

切 脳機能画像診断開発部

の 治療薬探索研究部

切 夕宅医療 ′自立支援開発部

り 先進医療データ盲理室
一Ｄ

医療機関・研究機関
厚生労働省 運動介入にメ7Jb晰笙堤曇掛鷺樺攀奨あ開発



○認知機能の治療に加え、各科医師が共同で行う必要な治療の他、生活指導や栄養相談を実施

○薬物療法に加え、運動療法や音楽療法、回想法など非薬物療法を充実

○家族の心のケアなどを目的として家族教室 (もの忘れ教室)を開催
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